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平成16年度決算報告

平
成
16
年
度

友
部
町
の
平
成
16
年
度
決
算
が
ま
と
ま
り
、
９
月
に
開
か
れ
た
議
会
定
例
会
で

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
大
切
な
税

金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、
一
般
会
計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
は
、
町
税
を
は
じ
め
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
や
交
付
金
な
ど
を
財
源
と
し
て
、

教
育
・
福
祉
・
衛
生
・
土
木
な
ど
の
基
本
的
な
施
策
を
行
う
会
計
で
す
。

平
成
16
年
度
の
歳
入
決
算
額
は
９
７
億
５
７
９
１
万
５
千
円
。
前
年
度
に
比
べ
１
億
６

５
６
４
万
円
の
増(

１
・
７
％
増)

で
す
。
一
方
、
歳
出
決
算
額
は
９
５
億
２
７
６
８
万
２

千
円
で
、
１
億
３
４
８
９
万
７
千
円
の
増(

１
・
４
％
増)

と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
と
歳
出
の
決
算
額
に
は
、
２
億
３
０
２
３
万
３
千
円
の
差
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う

ち
平
成
16
年
度
に
完
了
し
な
か
っ
た
事
業
に
充
て
る
財
源
２
４
３
５
万
７
千
円
を
除
い
た

２
億
５
８
７
万
６
千
円
は
、
平
成
17
年
度
の
一
般
会
計
予
算
に
繰
り
越
し
て
い
ま
す
。

決
算
報
告

97億5,791万5千円 

歳入 

町　税 
35億5,600万4千円 
　   (36.4%)

地方交付税 
17億6,846万5千円 
　   (18.1%)

町債 
17億3,920万円 
　   (17.8%)

国庫支出金 
6億2,652万5千円 
　(6.4%)

県支出金 
3億9,242万7千円 
　(4.0%)

地方消費税交付金 
3億2,170万2千円 
　　　(3.3%)

地方譲与税 
2億3,563万9千円 
(2.4%)

その他 
3億3,298万9千円 
　(3.5%)

繰入金 
2億4,292万6千円 
　   (2.5%)

繰越金 
1億9,949万円 
　   (2.0%)

分担金・負担金 
9,417万1千円 
　   (1.0%)

その他 
1億526万4千円 
　   (1.1%)

諸収入 
1億4,311万3千円 
　   (1.5%)

自 
   主 
　 財 
　源 

依 
存   
財    
源  

(44.5%)(55.5%)

一
般
会
計
の
主
な
事
業 

一
般
会
計
決
算
の
概
要 

総務課（内線203）
Eメール zaisei@town.tomobe.ibaraki.jp

問合せ

事　業　名 事  業  費 

障害者施設訓練等支援費 1億8,085万円 

いこいの家はなさか整備 3億4,583万円 

乳幼児・障害者等医療扶助費 1億4,010万円 

笠間市･友部町・岩間町合併協議会負担金 

民
生
費 
総
務
費 

土
木
費 

衛
生
費 

教
育
費 

消
防
費 

農
林
水
産
業
費 

502万円 

「友部学」推進事業 96万円 

町道新設改良に関する経費 2億8,970万円 

友部・笠間広域下水道組合負担金 4億円 

宿大沢線整備事業 1億5,030万円 

友部駅橋上化および自由通路整備事業 7,867万円 

予防接種・各種検診事業 7,428万円 

友部地方広域環境組合負担金 6億6,018万円 

友部第二小学校改修事業 3,817万円 

立志の船自然教室事業 2,190万円 

笠間地方広域事務組合負担金　　 4億8,170万円 

消防防災施設整備事業 3,757万円 

生産調整奨励事業 2,748万円 

霞ヶ浦用水事業 3,549万円 
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人件費 
18億6,813万3千円 

(19.6%)

普通建設事業費 
13億205万2千円 
(13.7%)

物件費 
9億5,635万円 
(10.0%)

繰出金 
10億7,317万4千円 

(11.3%)

公債費 
11億9,188万6千円 

(12.5%)

扶助費 
8億3,246万3千円 

(8.7%) その他 
4億6,436万円 
(4.9%)

●性質別 

補助費等 
18億3,926万4千円 

(19.3%)

平成16年度決算報告

民生費

25,341円

高齢者・障害
者福祉対策や
医療福祉費、
児童手当など

95億2,768万2千円 

民生費 
22億4,506万6千円 
　     (23.5%)

総務費 
14億367万5千円 
　     (14.7%)

土木費　 
13億4,160万6千円 

 (14.1%)

衛生費 
11億9,714万4千円 

 (12.6%)

公債費　 
11億9,188万8千円 
 (12.5%)

教育費　 
9億402万6千円 
 (9.5%)

消防費　 
5億6,046万6千円 
 (5.9%)

農林水産業費　 
4億5,545万1千円 
 (4.8%)

その他 
2億2,836万円 
 (2.4%)

歳出 

衛生費

62,933円

予防接種や各
種検診、ごみ
処理事業など

土木費

33,558円

町道の整備・
補修や友部・
笠間広域下水
道組合への負
担金など

教育費

39,347円

義務教育施設
の整備や公民
館・図書館の
運営経費など

総務費

37,607円

税金の賦課・
収納の経費、
戸籍や住民登
録の経費など

消防費

15,711円

笠間地方広域
事務組合への
負担金など

平成16年度決算総括表 

特

別

会

計 

企

業

会

計 

公共用地先行取得事業 

国民健康保険 

老 人 保 健 

介 護 保 険 

農業集落排水事業 

97億5,791万5千円 

0円 

25億7,427万4千円 

21億2,388万円 

13億9,447万7千円 

4億9,648万4千円 

5億151万7千円 

1,133万2千円 

7億1,914万8千円 

1億183万1千円 

176億8,085万8千円 

95億2,768万2千円 

0円 

24億9,196万1千円 

20億6,283万4千円 

13億5,512万4千円 

4億9,648万4千円 

5億3,379万2千円 

1,699万9千円 

6億6,403万4千円 

1億8,868万8千円 

173億3,759万8千円 

2億3,023万3千円 

0円 

8,231万3千円 

6,104万6千円 

3,935万3千円 

0円 

△3,227万5千円 

△566万7千円 

5,511万4千円 

△8,685万7千円 

3億4,326万円 

収益的 

資本的 

収益的 

資本的 

国保病院事業 

 

水道事業 

区　分 歳　入 歳　出 差引額 

一 般 会 計 

総 合 計  

町民一人当たりに
使われたお金

町民一人当たりの金額は、
住民基本台帳人口35,674
人(３月31日現在)で算出し
ています
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永
年
の
労
に
感
謝
し
、

長
寿
を
お
祝
い
す
る
敬
老

会
を
、
９
月
17
日
、
町
内

各
小
学
校
を
会
場
に
開
催

し
ま
し
た
。
こ
の
敬
老
会

に
は
、
町
内
に
住
む
70
歳
以
上
の
方
や
来
年
の

４
月
１
日
ま
で
に
70
歳
に
な
る
方
々
、
４
６
６

９
人
を
招
待
し
、
お
祝
い
の
言
葉
や
記
念
品
な

ど
を
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
式
典
終
了
後
に
は
、

小
学
生
や
地
元
の
方
々
な
ど
に
よ
る
趣
向
を
こ

ら
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た

お
年
寄
り
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ま
た
来

年
も
明
る
い
元
気
な
笑
顔
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

児童と一緒に歌いました(友部第二小)

町長から記念品が贈られました(友部小)

問合せ

福祉課（内線316）
Ｅメール f-korei@town.tomobe.ibaraki.jp

 

平
成
17
年
友
部
町
長
寿
者
番
付
表 

(

敬
称
略)

 

※
番
付
表
は
、敬
老
会
名
簿（
８
月
１
日
現
在
）に
基
づ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。 

西 東 
横
綱 

長
壁
　
や
す 

原
店
１
　 

102

大
関 

大
�
　
せ
つ 

八
幡
台
１ 

100

関
脇 

太
田
　
シ
ナ 

睦
団
地
　 

99

小
結 

片
岡
　
は
つ 

東
町
２
　 

98

前
頭 

荒
井
清
次
郎 

旭
台
団
地
３ 

97

前
頭 

三
鬼
　
フ
ミ 

旧
陣
屋
３ 

97

前
頭 

桐
原
　
ひ
さ 

柿
橋
北
　 

97

前
頭 

山
本
か
を
る 

東
町
２
　 

97

前
頭 

瀧
本
　
ハ
ナ 

東
町
３
　 

97

前
頭 

武
類
　
ま
つ 

緑
町
１
　 

97

横
綱 

�
久
　
ウ
メ 

12
区
　
　 

101

大
関 

大
和
田
よ
し 

矢
野
下
下
郷 

100

関
脇 

水
野
谷
き
く 

西
飯
田
　 

99

前
頭 

　
井
あ
き
の 

２
区
　
　 

97

小
結 

美
間
　
は
る 

旧
陣
屋
３ 

98

前
頭 

立
川
　
つ
ぎ 

下
町
　
　 

97

前
頭 

横
大
路
勝
子 

住
吉
本
宿 

97

前
頭 

堀
越
　
つ
ね 

旧
陣
屋
３ 

97

前
頭 

橋
本
　
長
治 

柿
橋
団
地 

97

前
頭 

大
月
　
こ
ま 

旧
陣
屋
３ 

97

口 厂 心
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全国初 全国初 

ＪＡ茨城中央の友部集出荷場(湯崎)に新しい栗の選果機が導入され、８月19日、竣工式が行わ

れました。今までの選果機は、昭和57年から使用していたもので、老朽化が進み栗の選果を行う

際キズやスレが出やすくなっていました。そこで、今までの栗の大きさから選別する方式から、

全国初となる栗の重さ別に５階級に自動選別する重量選果方式の選果機を整備しました。今が栗

のシーズン、新しい施設をフル稼働して全国一の栗産地を目指します。

本町は、県内でも有数の栗の産地で、栽培農家578戸、栽

培面積349㌶あり、県の銘柄推進産地にも指定されています。

栗のブランド化を進めていくため、町、ＪＡ、生産者が一体

となり、地元産の栗を学校給食に取り入れたり焼き栗を実演

販売したりと地産地消を進めています。また、四万十甘栗、

神峰など新しい品種の栽培や加工品の開発を進めるなど県内

外に友部産の栗をＰＲしています。

●問合せ　産業振興課(内線315) Ｅメール nousei@town.tomobe.ibaraki.jp

●問合せ　友部ＳＡスマートＩＣ社会実験推進協議会事務局(県道路建設課高速道路対策室内)
TEL 029-301-0220
役場建設課(内線250) Ｅメール kensetsu1@town.tomobe.ibaraki.jp 

７月１日から、常磐自動車道友部ＳＡでＥＴＣ専用の｢スマートＩＣ｣社会実験を実施してい

ます。スマートＩＣの恒久化に向けて、利用台数の増加や管理コストの縮減を検討するため来

年３月31日まで実験期間を延長しますので、引き続きご利用ください。

ＥＴＣの便利さを体験 ＥＴＣの便利さを体験 ＥＴＣの便利さを体験 平成18年３月31日まで社会実験を延長します

無回答 
3.1%1～5分短縮 

12.6%

5～1010分短縮分短縮 
40.5%40.5%
5～10分短縮 
40.5%

10分以上　 
短縮　 
31.0%

短縮されなかった 
12.8%

●既存のＩＣを利用した場合
と比べて、移動時間は短縮
できましたか。

はい 
94.3%

無回答 
2.0%いいえ 

3.7%

●今後も友部スマートＩＣを
利用したいですか。

※１日の平均利用台数は、実験開始直後
は約500台だったのが、９月中旬の１
週間では770台になり、多くの方に友
部ＳＡスマートＩＣが活用され、ＥＴ
Ｃの便利さを実感いただきました。

スマートＩＣ利用者のアンケート結果

ブ ラ ン ド 化 への取り組み 
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まちの話題 

消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大

会
で
見
事
準
優
勝
！

９
月
４
日
、
茨
城
県
立
消
防
学
校
で
、

茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
西
茨

城
地
区
大
会
が
行
わ
れ
、
町
内
か
ら
は
第

10
分
団(

随
分
付
・
柏
井
地
区)

が
出
場
し
、

見
事
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
消
防
技
術
の
向
上
と
士

気
の
高
揚
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
大
会
で
得
た
技
術
は
、
今
後

の
消
防
活
動
で
生
か
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

消
防
救
助
技
術
で

全
国
大
会
出
場

８
月
25
日
、
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
で
、

第
34
回
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
が
行

わ
れ
、
笠
間
広
域
消
防
本
部
の
村
上
裕

之
さ
ん
が
、
は
し
ご
登
は
ん
の
部
で
見

事
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

村
上
さ
ん
は
日
ご
ろ
か
ら
練
習
を
重

ね
、
県
大
会
を
突
破
し
、
関
東
地
区
指

導
会
で
上
位
入
賞
し
全
国
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。

大
会
後
、
村
上
さ
ん
は
、「
来
年
は
全

国
優
勝
を
目
標
に
が
ん
ば
り
た
い
」と
抱

負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

北
川
根
小
学
校
に

学
童
保
育
施
設
が
完
成

８
月
29
日
、
北
川
根
小
学
校
学
童
保

育
施
設
が
完
成
し
、
竣
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
施
設
が
整
備
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
す
べ
て
の
小
学
校
で
学
童

保
育
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
町
で
は「
と
も
に
支
え
合
い
、
子
ど

も
が
健
や
か
に
生
ま
れ
育
ち
、
子
育
て

に
喜
び
や
生
き
が
い
の
あ
る
町
」を
目
指

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
子
育
て
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

入賞した村上裕之さん

真剣に取り組む第10分団の皆さん

竣工を祝ってくす玉開披
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宍
戸
塾
が
大
洗
友
部
線

の
里
親
に

８
月
17
日
、
町
社
協
宍
戸
支
部
会
館

で
、
県
道
大
洗
友
部
線「
平
町
バ
イ
パ
ス
」

の
里
親
認
定
証
交
付
式
が
行
わ
れ
、
宍

戸
地
区
の
有
志
の
方
々
で
構
成
さ
れ
た
、

ま
ち
づ
く
り
宍
戸
塾
の
皆
さ
ん
に
よ
っ

て
管
理
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

宍
戸
塾
で
は
、
バ
イ
パ
ス
沿
道
に
色

と
り
ど
り
の
花
が
咲
い
た
プ
ラ
ン
タ
ー

を
設
置
し
た
り
、
ご
み
拾
い
を
行
っ
た

り
と
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
て
、
ド
ラ

イ
バ
ー
も
気
持
ち
よ
く
道
路
を
利
用
し

て
い
ま
す
。

バイパスを管理する宍戸塾の皆さん

第26回西茨城郡子ども会球技大会 
８月21日、岩間町総合運動公園 

第４回全国高等学校アームレスリング選手権大会 
９月24日、県教育研修センター 

準優勝　潮田　翼(大田町)

男子ライトハンドー70kg級の部 

準優勝　潮田　翼(大田町)

男子レフトハンドー70kg級の部 

準優勝　皆川かおり(旭町)

女子ライトハンド＋60kg級の部 

第３位　臼井　育海(鯉淵) 

第４位　稲野辺由希子(橋爪) 

第６位　上野　美里(住吉)

女子レフトハンドー60kg級の部 

優　勝　皆川かおり(旭町)

女子レフトハンド＋60kg級の部 

準優勝　友部高等学校Ａ 

男子団体ライトハンドの部 

第６位　友部高等学校 

男子団体レフトハンドの部 

準優勝　友部高等学校Ｄ 

第３位　友部高等学校Ａ 

第４位　友部高等学校Ｂ 

第６位　友部高等学校Ｃ 

女子団体の部 

優　勝　柿橋子ども会 

第３位　五平子ども会 

 

ソフトボールの部 

優　勝　三葉子ども会 

準優勝　大空子ども会 

ドッジボールの部 

この大会は文部科学省と総務省の承認大会です。 

※町内の入賞団体･入賞者のみ（敬称略）
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友部学まちづくり講座がスタート
－新しいまちづくりについて考えよう－

今回で３回目を迎える｢友部学まちづ

くり講座｣の開講式を、10月２日、町中

央公民館で行いました。今年のテーマ

は、｢新しいまちづくりを考えよう｣で

す。39名の受講生たちが、来年３月に

合併する笠間市･岩間町の現状を現地調

査や勉強会を通して学び、新しいまち

づくりについて考えていきます。

町民参画のま
ちづくり

問合せ 
企画課まちづくり推進室（内線323） 
Eメール machi-z@town.tomobe.ibaraki.jp

これから12月まで合計10回の講座を開催し、

まちづくりの提案･提言を作成してもらいます。

受講生が作成したまちづくり提案は、来年1月予

定の友部学まちづくり推進大会で発表し、優れた提

案は、町および友部学推進本部で表彰します。

■入所基準

次のいずれかの事情により、母親等(保護者および同

居の親族の方)が、家庭で子どもの保育ができない場合

に限ります。

①家庭外労働(家庭の外で仕事をしている)

②家庭内労働(日常の家事以外の仕事がある)

③親のいない家庭

④母親の出産(保育期間は産前６週、産後８週間)

⑤母親が疾病または病人の介護をしている

⑥家庭の災害等で保育ができない

■申込方法 福祉課および保育所(園)にある入所申

込書に所定事項を記入の上、福祉課に申

込みください。

■受付期間 11月１日(火)～30日(水)

(水曜日は19時15分まで受付けています)

申込み･問合せ

福祉課(内線304)   

Ｅメール　f-jidou@town.tomobe.ibaraki.jp

来年度の保育所の 
入所申込みを受付けます 

保育所（園）名 

第１保育所 
（�77-6105） 

大沢保育園 
（�77-1068） 

みか保育園 
（�77-7928） 

公　立 

私　立 

定　員 

90人 
平日 7：30～19：00

7：30～13：00

7：15～18：45

7：30～15：00

7：00～19：00

7：30～17：00 バス送迎あり 

7：30～17：00

土曜 

平日 

土曜 

平日 

土曜 

休日 

120人 

150人 

保　育　時　間 備　　考 
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第24回友部健康マラソン大会参加者募集!
期 日　12月18日(日) 会 場　北川根小学校周辺

種　目 １部　親子(子どもは小学生男子) ２km

２部　親子(子どもは小学生女子) ２km

３部　小学生男子……………… ２km

４部　小学生女子……………… ２km

５部　中学生女子……………… ３km

６部　中学生男子……………… ５km

７部　一般女子(49才以下)…… ５km

８部　一般女子(50才以上)…… ５km

９部　一般男子(49才以下)…… ５km

10部　一般男子(50～59才)…… ５km

11部 一般男子(60才以上)…… ５km

12部　一般女子(39才以下)…… 10km

13部　一般女子(40才以上)…… 10km

14部　一般男子(39才以下)…… 10km

15部　一般男子(40～49才)……10km

16部 一般男子(50～59才)……10km

17部 一般男子(60才以上)…… 10km

表　　彰 全種目10位まで表彰

※申込み人数が30人未満の場合は６位ま

で。参加者全員に参加賞、完走証あり。

参 加 料 小･中学生 500円

高 校 生 1,500円

一般･親子 2,500円

申込方法 指定の郵便振替用紙で申込みください。

大会要項や振替用紙は大会事務局や

町内各郵便局にあります。また、イ

ンターネットからの申込みもできます。

申込期限 11月４日(金) 当日消印有効

※当日は友部駅と会場間の無料送迎バスを運行し

ます。

問 

合 

せ 

友部町教育委員会内
友部健康マラソン大会事務局(内線463)
ＨＰ http://www.town.tomobe.ibaraki.jp
Ｅメール　syakaitaiiku@town.tomobe.ibaraki.jp

●問合せ　都市計画課(内線310) Ｅメール toshikeikakuka@town.tomobe.ibaraki.jp
友部･笠間広域下水道組合　TEL 78－0851

10月から南友部(原店)交差点から西町踏切間の排水整備工事をします。このため午前９時

から午後４時までの間通行止めになります。皆さんには、大変ご不便をお掛けしますが、ご

理解とご協力をお願いします。(歩行者および自転車は通行できます。)

友部駅 宍戸駅 

宍戸小学校 

友部友部 
中学校学校 
友部 
中学校 友部町役場 

友部小学校→ 

工事箇所 

迂回路 

水戸→ 

鴻巣跨線橋 

↑ 

↑ 

50

355

水戸線 

常
磐
線
 

通行止め予定期間 

10月17日(月)～ 
　 平成平成18年1月13日(金)
10月17日(月)～ 
　 平成平成18年1月13日(金)
10月17日(月)～ 
　 平成18年1月13日(金)
(午前９時～午後４時午前９時～午後４時)(午前９時～午後４時)
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山
野
散
策
　
絶
好
の
秋

122
空
に
は
秋
の
雲
が
流
れ
て
、

さ
わ
や
か
に
風
が
渡
り
、
モ
ズ

(

ス
ズ
メ
目
モ
ズ
科)

の
高
鳴
き
も

聞
こ
え
て
、
秋
到
来
が
告
げ
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
さ

に
、
山
野
散
策
絶
好
の
シ
ー
ズ

ン
で
あ
る
。

春
の
サ
ク
ラ(

バ
ラ
科
サ
ク
ラ

属)
、
初
夏
の
ア
ジ
サ
イ(

ユ
キ
ノ

シ
タ
科
ア
ジ
サ
イ
属)

、
秋
の
モ

ミ
ジ(
カ
エ
デ
科
カ
エ
デ
属)

と
、

メ
イ
ン
の
木
と
し
て
力
点
が
置
か

れ
て
い
る
が
、そ
の
ア
ジ
サ
イ
が
、

今
、
き
れ
い
に
刈
り
込
ま
れ
て
手

入
れ
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

秋
に
多
数
株
が
植
栽
さ
れ
た
と
聞

い
て
お
り
楽
し
み
で
あ
る
。

さ
て
、
北
山
公
園
の
シ
ン
ボ
ル

と
も
い
え
る
新
池
周
辺
は
、
す
っ

か
り
秋
の
気
配
に
満
ち
み
ち
て
い

る
。「
紅こ

う

葉よ
う

は
さ
く
ら
の
葉
か
ら
始

ま
り
ぬ
」こ
れ
は
、
何
年
か
前
に

作
っ
た
句
で
あ
る
が
、
多
数
あ
る

サ
ク
ラ
の
木
の
た
く
さ
ん
の
葉

が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
美
し
い
色
を
み

せ
て
い
る
。
赤
色
あ
り
、
黄
色
あ

り
、
茶
色
あ
り
、
紫
色
あ
り
等
々
、

実
に
さ
ま
ざ
ま
な
色
で
あ
る
。

サ
ク
ラ
の
葉
か
ら
、
イ
ロ
ハ
モ

ミ
ジ(

カ
エ
デ
科
カ
エ
デ
属)

の
紅

葉
へ
と
移
ろ
い
を
み
せ
る
。
植
栽

さ
れ
た
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
の
紅
葉
も

始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
先
、

新
池
西
側
遊
歩
道
沿
い
の
土
手
に

あ
る
十
株
程
の
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
は

紅
葉
が
始
ま
り
、
実
に
美
し
い
色

合
い
を
み
せ
て
い
る
。

樹
木
ば
か
り
で
は
な
く
、
湿
性

生
態
園
の
入
口
地
点
に
当
た
る
湿

地
の
ハ
ナ
ハ
ス(

ハ
ス
科
ハ
ス
属)

の
葉
も
、う
っ
す
ら
と
紅
葉
し
て
、

何
輪
か
の
美
し
い
ピ
ン
ク
色
の
花

を
咲
か
せ
て
い
る
。

新
池
か
ら
離
れ
て
、
手
す
り
の

あ
る
美
形
の
階
段
を
下
っ
て「
渓

流
の
道
」に
出
る
。
そ
の
沿
道
に

あ
る
ヤ
マ
ボ
ウ
シ(

ミ
ズ
キ
科
ミ

ズ
キ
属)

の
一
�
�
程
の
実
や
、

ウ
メ
モ
ド
キ(

モ
チ
ノ
キ
科
モ
チ

ノ
キ
属)

の
小
さ
い
実
が
、
う
っ

す
ら
と
色
づ
い
て
き
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
実
が
、
野
鳥
の
格
好
の
餌

と
な
る
の
で
あ
る
。

道
々
、
ガ
マ
ズ
ミ
、
コ
バ
ノ
ガ

マ
ズ
ミ(
ス
イ
カ
ズ
ラ
科
ガ
マ
ズ

ミ
属)

の
木
の
実
も
色
づ
い
て
き

て
い
る
。
ガ
マ
ズ
ミ
の
実
は
、
少

年
時
代
に
、
口
に
含
ん
で
甘
酸
っ

ぱ
い
味
を
楽
し
ん
だ
思
い
出
の
実

で
も
あ
る
。

キ
ャ
ン
プ
場
近
く
の
駐
車
場
地

点
に
モ
ク
セ
イ(

モ
ク
セ
イ
科
モ

ク
セ
イ
属)

の
木
が
あ
る
。
映
画

「
Ｈ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｎ
」ロ
ケ
セ
ッ
ト
周
辺

一
帯
や
、
新
池
西
側
遊
歩
道
沿
道

の
ト
イ
レ
周
辺
等
、
多
数
植
栽
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
モ
ク
セ
イ
は
、「
町
の
木
」

で
あ
り
、
全
町
民
こ
ぞ
っ
て
、
そ

の
花
の
香
り
を
楽
し
み
た
い
も
の

で
あ
る
。
役
場
周
辺
に
あ
る
モ
ク

セ
イ
の
花
の
香
り
も
素
晴
ら
し
い

が
、
北
山
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
モ

ク
セ
イ
の
花
の
香
り
も
ま
た
素
晴

ら
し
い
も
の
が
あ
る
。
芳
香
そ
の

も
の
で
あ
る
。(

文
責
　
編
集
担
当)

山
の
四
季

 

北
山
の
四
季 



町
の
元気人 

町
の
元気人 

心のゆとりが農業を支える 心のゆとりが農業を支える 
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農
家
を
支
え
て
い
く
上
で
、
重
要

な
役
割
を
果
た
す
の
が
、
妻
で
あ
り

母
親
で
あ
り
、
働
き
手
で
も
あ
る
女

性
の
存
在
で
す
。
県
で
は
、
農
業
経

営
と
農
村
生
活
の
向
上
に
意
欲
的
に

取
り
組
み
、
地
域
の
女
性
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
女
性
の
農
業

従
事
者
を「
女
性
農
業
士
」と
し
て
認

定
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
本
町
に
は

３
人
の
女
性
農
業
士
が
い
て
、
そ
の

一
人
が
大
和
田
悦
子
さ
ん
で
す
。

今
、
農
業
後
継
者
の
減
少
や
農
作

物
の
安
全
性
が
問
わ
れ
る
中
、
農
業

を
若
い
人
た
ち
に
理
解
し
て
も
ら
い
、

農
作
物
を
安
全
・
安
定
的
に
供
給
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
一
つ

を
担
っ
て
い
る
の
が
女
性
農
業
士
で

あ
り
、
農
業
全
体
に
新
し
い
風
を
吹

き
込
み
、
自
立
で
き
る
農
家
の
育
成

の
た
め
、
そ
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
我
が
家
で
は
、
心
の
ゆ
と
り
づ
く

り
の
た
め
、
新
し
い
こ
と
を
家
庭
や

仕
事
で
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま

す
」。
今
年
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
農
産
物
の
販
売「
い
ば
ら
き
農
産

物
ネ
ッ
ト
カ
タ
ロ
グ
」に
も
登
録
し
ま

し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
産
地
・
作

物
な
ど
の
情
報
を
全
国
に
発
信
で
き
、

顔
の
見
え
る
産
地
づ
く
り
と
し
て
販

売
経
路
を
全
国
に
広
げ
て
い
こ
う
と

す
る
も
の
で
す
。「
農
家
は
、
家
族
と

１
日
24
時
間
一
緒
で
す
か
ら
、
雰
囲

気
を
良
く
す
る
の
も
悪
く
す
る
の
も

『
心
の
ゆ
と
り
』だ
と
思
う
」と
大
和
田

さ
ん
は
話
し
ま
す
。「
今
後
も
、
次
の

世
代
に
つ
な
げ
る
農
業
を
や
っ
て
い

き
た
い
」と
、
大
和
田
さ
ん
の
挑
戦
は

こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

「
農
業
を
営
む
両
親
を
見
て
育
ち
、

農
業
を
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
」

と
、
大
和
田
さ
ん
は
、
16
年
前
に
農

家
に
嫁
ぎ
ま
し
た
。
現
在
は
、
田
植

え
や
稲
刈
り
な
ど
の
作
業
受
託
や
、

米
・
麦
・
大
豆
・
そ
ば
な
ど
約
18
�
を
夫

婦
で
耕
作
し
て
い
ま
す
。
そ
の
傍
ら
、

女
性
農
業
士
と
し
て
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、「
ワ
ー
キ

ン
グ
ミ
セ
ス
」と
い
う
名
称
で
、
近
隣

の
市
町
村
か
ら
女
性
農
業
士
が
集
ま

り
、
子
ど
も
た
ち
の
食
や
農
業
の
学

習
を
支
援
し
よ
う
と
、
子
ど
も
た
ち

に
種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
の
、
無
農

薬
栽
培
の
大
変
さ
や
猛
暑
の
中
の
草

取
り
な
ど
を
体
験
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
女
性
農
業
士
と
し
て
農
業

と
家
事
の
両
立
と
い
う
立
場
か
ら
、

町
の
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
策
定
委

員
と
し
て
活
動
す
る
と
と
も
に
、「
笠

間
げ
ん
こ
つ
劇
団
」と
い

う
女
性
ば
か
り
の
劇
団

員
と
し
て
も
活
躍
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
男

女
共
同
参
画
を
劇
を
通

し
て
啓
発
す
る
も
の
で
、

町
内
外
で
活
動
し
て
い

ま
す
。「
家
族
が
一
つ
に

な
り
、
季
節
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
農
業
が

一
番
」と
、
毎
日
が
充
実

し
た
日
々
で
す
。

平成14年に女性農業士として認定され、認定農業者
でもある夫と、米･麦･大豆などの栽培や作業受託によ
る大規模経営を行っています。

女性農業士 

大和田悦子さん（矢野下） 
えつ　 こ おお　  わ　  だ 

子どもたちの農業体験子どもたちの農業体験 子どもたちの農業体験 
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笠間げんこつ劇団による発表笠間げんこつ劇団による発表 笠間げんこつ劇団による発表 



◆各種研修会を実施しています
図書館では、町内外の小･中学校の児童･生

徒をはじめとした研修生を受け入れています。

小学校の児童には、総合的な学習の時間を利

用して、生涯学習施設としての図書館の役割

や活用方法を学んでもらっています。これに

より、図書館への関心が高まり児童の利用増

につながっています。

また、夏休みには学校図書館の運営向上を

目的とした、小･中学校の先生方の研修も実施

し、教育現場との連携も図っています。さら

には、中･高校生の就業･職場体験研修の受け

入れも行っています。生徒に、カウンター業

務や本棚整理、ブックコートなど、図書館の

基本業務を体験してもらい、就業や社会との

かかわりに

ついて考え

る機会づく

りにもなっ

ています。

11月22日(火)から30日(水)まで、図書資料

の整理･点検を実施するため臨時休館となり

ます。ご迷惑をお掛けしますが、ご協力をお

願いします。

◆図書館カレンダー

■…休館日　■…資料整理のため休館
開館時間　火～金曜日 午前９時30分～午後６時

土・日曜日 午前９時～午後５時

問合せ 図書館(�78ー1200 FAX 78ー3683）
ホームページアドレス http://www.lib.tomobe.ibaraki.jp Eメール info@lib.tomobe.ibaraki.jp

お 知 ら せ 行 事 予 定

11月 
日 月 火 水 木 金 土 
   １ ２ ３ ４ ５ 
 ６ ７ ８ ９ 10 11 12 
 13 14 15 16 17 18 19 
 20 21 22 23 24 25 26 
 27 28 29 30  

10月 
日 月 火 水 木 金 土 
       １ 
 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
 ９ 10 11 12 13 14 15 
 16 17 18 19 20 21 22 
 23 24 25 26 27 28 29 
 30 31  

◆おはなし会(毎月第１日曜日・第３土曜日）
11月６日(日) 午後２時から
紙芝居　｢だんごとじぞう｣
絵　本　｢ぐりとぐら｣
11月19日(土) 午後２時から
絵　本　｢オ･スッパ｣
絵　本　｢森の花嫁｣

◆音楽会・名曲コンサ－ト(毎月第３日曜日）
11月20日(日) 午後１時30分から
モーツァルト｢レクイエム｣ほか

◆名作映画会(毎月第４日曜日）
11月27日(日)
資料整理期間のため休みです。
12月25日(日) 午後２時から
「狼たちの午後」
(1975年　アメリカ映画:125分)
監督　シドニー･ルメット
キャスト　アル･パチーノ／ジョン･カザール･モレッティ
ブルックリンの小さな銀行に白昼３人の男が

銀行強盗に入った。その後･･････。主演を演じ
るのはアル･パチーノで、実話を作品化した映画
です。

◆みんなおいでよ(毎月第４日曜日）
11月27日(日)
資料整理期間のため休みです。

◯子ども読書フェスティバル
10月18日～10月30日

応募された子どもたちの作品(読書感想文･読書
感想画･創作絵本･布絵お話作り)が展示してあり
ます。ぜひ、ご覧ください。

◯写真展｢フォト瞳｣
11月１日～12月４日

私たちの身近な風景に目をとめてみました。
故郷の良さを見直していただければ、大変うれし
く思います。どうぞお立ち寄りください。ギャラ
リーで、皆さんをお待ちしています。

ギ ャ ラ リ ー

としょかん としょかん としょかん 

広報ともべ10月号 12

岩瀬日本大学高等学校の就業体験の様子

11月22日から30日まで休みます



問合せ 中央公民館 �77－7533 Eメール koumin@town.tomobe.ibaraki.jp

知らせお

きなシャボン玉ができました！大

８月20日、第２回親子教室を開催しました。公民館体育室

におもしろ理科先生を招き、先生の楽しいお話と不思議なサイ

エンスショーを見学しました。その後、親子でシャボン玉を飛

ばす道具を作り、大小さまざま

なシャボン玉を飛ばしました。

今回の教室は、父親の参加も多

く、親子がふれあう良い機会に

なりました。

つの合同祝賀式を開催します

第24回
友部町民文化祭

七

日　時　11月13日(日)

９時30分～11時30分

場　所　中央公民館体育室

対　象　平成11年４月２日～平成12年４月１日生まれの幼児

※対象幼児には、事前に案内の

はがきをお送りします。

10月25日(火)までに届かな

い場合は、公民館に連絡願い

ます。(月曜日は休館日です)

こうみん こうみん 

楽 し く 学 ぼ う 

期　間　11月２日(水)～

６日(日)

会　場　中央公民館体育室ほか

広報ともべ10月号13

【芸能発表】 【芸能発表】 

町の芸能発表会

日　時　11月３日(木)

10時～

場　所 中央公民館大ホール

高齢者芸能発表会

日　時　11月５日(土)

10時～

場　所　中央公民館大ホール

【展示発表】 【展示発表】 

公民館の内外でさまざまな

催し物を開催します。22団体

が参加する予定です。

【作品展示】 【作品展示】 

公民館の大会議室で、幼稚

園児や小･中学生の作品を、体

育室には、書道･絵画･生け花･

手芸品など町民の力作を展示

します。

文化祭開催期間中は、午前
９時開館、午後５時閉館とな
ります。また、11月１日(火)
は、準備のため公民館は、使
用できません。なお、平成
18年１月分の使用許可申請
書の受付けは、11月８日(火)
からとなります。



My favorite

募集します！ 

茨城大会優勝 

友部リトルリーグ 
（ナショナルチーム） 

N･Nさん 
（湯崎） 

友部小学校(４年)

町田英莉子さん

｢ぼんづな｣

わたしの住んでいる五平地区の行事
の｢ぼんづな｣の絵です。子どもたちが
持つあんどんのろうそくが、明るく照
らす様子をあらわすのはむずかしかっ
たけれど、よくかけたと思います。

このコーナーでは、あなたのお気に入りの作品を紹介させていただきま
す。家族やペットの写真・俳句・短歌・イラスト・自由投稿などをお送り
ください。掲載させていただいた方には、薄謝を進呈します。必ず住所、
氏名（ペンネームの場合、本名も併記）を記入し、お送りください。

〒３０９-１７９２ 友部町役場町長公室秘書課　広報広聴係まで
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11月 

 

1 火 

2 水 

3 木 

4 金 

5 土 

6 日 

7 月 

8 火 

9 水 

10 木 

11 金 

12 土 

13 日 

14 月 

15 火 

17 木 

16 水 

18 金 

19 土 

20 日 

21 月 

22 火 

23 水 

24 木 

25 金 

26 土 

27 日 

28 月 

30 水 

29 火 

育児相談　 9:00～11:00 

健康相談　 10:00～11:30 

ＢＣＧ　 13:00～13:20 

第24回友部町民文化祭　 (～６日) 

9～10ヵ月児相談（H17.1.1～1.31生）　 9:00～10:00 

1才6ヵ月児健診（H16.4.6～4.30生）　 13:00～13:20 

三種混合 ねもとクリニック 14:00～14:30 

心配ごと相談　 13:30～16:00 

ふれあいフェスティバル 北川根ふれあい広場 

 

町立図書館休館日 

２才児健診（H15.9.26～11.5生）　 13:00～13:20 

 

 

第56回町民ソフトテニス大会 柿橋テニスコート 

おはなし会　 14:00～ 

町立図書館・中央公民館休館日 

いこいの家はなさか休館日 

いこいの家はなさか休館日 

育児相談　 9:00～11:00 

健康相談　 10:00～11:30 

ポリオ　 13:00～13:20 

三種混合　 13:30～14:00 

心配ごと相談　 13:30～16:00 

 

友部町「地域安全の日」 

3～4ヵ月児相談（H17.７.1～7.31生）　 9:00～10:00 

麻しん 常陸クリニック 13:30～14:00 

三種混合 山本内科小児科医院 13:30～14:00  

風しん あさひクリニック 13:30～14:00 

 

 

子育て支援センター　 9:00～12:00 

 

町立図書館・中央公民館休館日 

いこいの家はなさか休館日 

マタニティビクス　 13:15～13:30 

健康相談　 10:00～11:30 

育児相談　 9:00～11:00

特設人権相談　 10:00～15:00 

総合健診　 6:30～9:00 

ポリオ　 13:00～13:20 

三種混合 根本産婦人科医院 14:00～14:30  

マザークラス(１コース)　 9:30～9:45 

風しん 常陸クリニック 13:30～14:00  

３才児健診（H14.10.1～10.31生）　 13:00～13:20 

 

おはなし会　 14:00～ 

身体障害者・知的障害者相談　 13:30～16:00 

音楽会・名曲コンサート　 13:30～ 

 

町立図書館・中央公民館休館日 

いこいの家はなさか休館日 

町立図書館資料整理休館日（～30日） 

いこいの家はなさか休館日 

行政相談　 13:30～16:00 

健康相談　 10:00～11:30 

育児相談　 9:00～11:00 

三種混合 塙医院 13:30～14:00 

 

 

健康相談　 10:00～11:30 

ＢＣＧ　 13:00～13:20 

三種混合　 13:30～14:00  

麻しん あさひクリニック 13:30～14:00 

後継者結婚相談　 13:30～15:30 

子宮がん・乳がん検診　 12:00～ 

 

 

中央公民館休館日 

いこいの家はなさか休館日 

育児相談　 9:00～11:00 

健康相談　 10:00～11:30 

心の相談室　 9:00～11:00 

心配ごと相談　 13:30～16:00 

５才児相談（H12.10.1～11.30生）　 13:00～14:00 

三種混合 武藤医院 14:00～14:30 

文化の日 

勤労感謝の日 

社 

保 

保 

保 

保 

保 

保 

公 

保 

社 

保 

図 

保 

保 

保 

国 

社 

保 

保 

保 

保 

保 

保 

保 

図 

社 

図 

保 

公 

保 

役 

保 

国 

公 

保 

保 

保 

保 

社 

保 

電話番号一覧
○友部町役場……77-1101
○中央公民館……77-7533
○町立図書館……78-1200
○保健センター…77-9145
○国保病院………77-0034
○第１保育所……77-6105

役

公

図

保

国

育

※毎週月曜日は中央公民館休館日ですが、教育委員会はご利用できます

情報BOXは19ページからお読みください

○歴史民俗資料館……………77-8925
○社会福祉会館………………77-0730
○いこいの家はなさか………77-5110
○環境センター………………77-2416
○ゆかいふれあいセンター…78-3796
○下水道組合…………………78-0851

警察 友部地区交番
78-0110

消防 友部消防署
78-0119

歴

社

は

環

ゆ

下

役場の電話番号は0296-77-1101です

■は申込み、■は問合せ、 はEメール申 問

役場のホームページアドレスはhttp://www.town.tomobe.ibaraki.jpです
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情報 B o x

３日

６日

13日

20日

23日

27日

木

日

日

日

水

日

石橋内科医院

ねもとクリニック

常陸クリニック

武藤医院

梅里クリニック

原田医院

７１－３１８１

７７－７０１１

７８－５９１１

７７－６６１０

０２９９－４５－２００２

７７－８８８３

11月の休日救急当番医

※休日診療は、友部町･岩間町の医師会のご協力により実施されています。
なお、医師の都合により変更することがあります。

明日のあなたに国民年金

広報ともべ10月号17

●任意加入制度をご利用ください
受給額を増やしたい方や受給資格の期間不足の方は任意加入制度をご
利用ください。
この制度は、日本在住の60歳から65歳未満の方や、海外在住の20歳

から65歳未満の日本人が加入できます。ただし、年金を繰り上げ受給し
ている方は加入できません。(60歳前には必ず自分の加入期間の確認と
自分は受給できるのかを調べてください。)
※加入納付期間の確認はお早めにお願いします。
水戸南社会保険事務所　�029－231－4271

●国民年金相談日 常陽銀行友部支店　11月９日(水)
※相談時間は、10時～15時。相談の際は、年金手帳･年金証書･印かんをご持参ください。
ご希望の方は常陽銀行友部支店にご予約ください。 �77－1154
国保年金課（内線308） nenkin@town.tomobe.ibaraki.jp

あたたかいご厚意まことにありがとう
ございました。

善意の窓

●善意銀行（８月４日～９月８日）

雑巾 120枚

土屋冨美子、皆塚千代 様

金 30,000円 秀栄商事 様

タオル 296枚
茨城県退職公務員連盟 様
笠間西茨城支部友部班 様

金 10,000円 社協東支部 様

金 10,000円 社協中央支部 様

金200,000円 野口 貢 様

金 27,000円
メモリアルホール浄土会館 様

金 5,000円 槙 仙造 様

金 10,000円 大森徳治 様

金 9,000円 匿名(２名)

となりのまち情報
水戸地方広域市町村圏協議会

2005いばらきまつり
……………………………茨城町
日時…11月５日(土)

９時30分～16時
場所…茨城町総合福祉センター
｢ゆうゆう館｣前駐車場
内容…特設屋外ステージでの各種
イベント、商工サービス業の出店に
よるお祭りセール、売店コーナー、
抽選会コーナー
2005いばらきまつり実行委員

会事務局(茨城町役場商工観光課内)
(�029－292ー1111)

第54回勝田全国マラソン
大会………………ひたちなか市
実施日…平成18年１月29日(日)

※雨天決行
場所…ひたちなか市石川運動ひろば
対象…高校生以上
種目…マラソンの部(42.195km)

10kmの部
参加料…3,500円／一般フル

3,000円／一般10km
2,500円／高校生

申込締切…11月30日(水)
勝田全国マラソン大会事務局
(�029－275ー7752)

大洗あんこう祭……大洗町
日時…11月27日(日)

９時30分～15時
場所…大洗町商店街(曲松、永町)
内容…郷土芸能、あんこう吊し切
り、水戸･笠間･大洗観光ＰＲ、あ
んこう鍋約4,000食無料配布、各
種特産品の販売ほか
大洗町役場商工観光課
(�029－267ー5111)

問

申 問・

問

問

●ボランティア基金

(８月５日～９月１日）

金167,909円

友部町ボランティア連絡協議会 様

金 5,000円 社協北川根支部 様

金 1,000円 社協北川根支部 ●
旭ヶ丘団地Ⅴ 様

金 8,000円 匿名(３名)

７月に行われた宍戸ヒルズカッ

プで優勝した、プロゴルファー

の細川和彦様より、町にワゴン

車１台が寄贈されました。

問

９月号表紙写真のキャプション

に誤りがありました。表紙の写真

は、８月18日に町長室を訪問し

た、ＮＰＯ法人がくどうともべの

子どもたちです。おわびして訂正

します。

おわびと訂正



役場の電話番号は0296-77-1101です

■は申込み、■は問合せ、 はEメール申 問

役場のホームページアドレスはhttp://www.town.tomobe.ibaraki.jpです

町の医療費
(５月診療分）

国 保：被保険者10,658人　医療費 1億7,360万8,254円（前月比 324万472円減）
老 人：受 給 者 3,665人　医療費 1億7,773万9,762円（前月比 159万2,671円減）

広報ともべ10月号 18

募 集 

第56回友部町ソフトテニス大会
参加者募集

たくさんの方の参加をお待ちして

います。

日時…11月６日(日)８時30分～受付

場所…柿橋テニスコート

種目…一般男女(中･高校生含む）

参加費…1,000円(１チームにつき)

申込締切…10月28日(金)

藤村　昌子さん

(�77－7282)(19時～21時)

申 問・

道路、公園などに捨てられている空き缶、空き瓶、紙くず、粗大ごみ

(家電５品目を除く)の回収をお願いします。

日時…11月27日(日)※雨天決行　　７時30分～８時30分

生活環境課(内線311) kankyo@town.tomobe.ibaraki.jp

家庭から出るごみや庭木の剪定枝は、一切野外での焼却が禁止されて

います。(ただし、農業･林業を営む上で行われる草木の焼却や、風俗習

慣上または宗教上の行事を行うために行う焼却は、例外として認められ

ています。)

生活環境課(内線422) haiki@town.tomobe.ibaraki.jp

野外焼却 野外焼却 野外焼却 はやめましょう 

問

クリーン作戦 クリーン作戦 クリーン作戦 に参加しましょう!

問

１. 医療機関等に支払うマル福自己負担額を引き上げます。

２. 全てのマル福受給者を対象に、医療機関等に支払ったマル福自己負担額の全額を、申請により給付します。

３. 幼児(３歳以上小学校入学前)マル福の給付方法が変わります。

現　在　償還給付(医療機関等に医療費自己負担額を支払った後、申請によりマル福分を給付する方法)

11月～ 現物給付(医療機関等に、医療福祉費請求書を提出しマル福自己負担額のみを支払う方法)

※10月診療分までの償還給付の申請は、12月末までに済ませてください。

４. マル福の全種類の医療福祉費請求書の様式が変わります。

※制度改正に伴う手続きの詳細については、対象者に後日通知します。

国保年金課(内線307) kokuho@town.tomobe.ibaraki.jp

マル福の制度 マル福の制度 マル福の制度 が変わります!11月～ 11月～ 

マル福の種類 自己負担の種類 

外来 

院外薬局 

入院 

入院時食事負担額 

1日500円 月2回まで 

なし 

なし 

なし 

なし 

なし 

なし 

なし 

1日600円 月2回まで 

なし 

なし 

1日300円 月3,000円まで 

1日780円（減額対象者は、減額後の額） 

なし 

なし 

1日390円（減額対象者は、減額後の額の1/2） 

外来 

院外薬局 

入院 

入院時食事負担額 

現在の自己負担額 
（医療機関毎） 

引き上げ後の自己負担額 
（医療機関毎） 

乳幼児 
母子家庭の母子 
父子家庭の父子 
妊産婦 

重度心身障害者 
高齢重度 
心身障害者 

問



案 内 

情報 B o x
人口と世帯数 ９.１現在

●人　口
男
女

●世帯数

３５,７２８人 (＋ 15）
１７,６０６人 (＋ 7）
１８,１２２人 (＋ 8）
１２,１３６世帯(＋ 7）

※（ ）は前月比
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男女共同参画社会を目指して

企画課(内線323) machi-z@town.tomobe.ibaraki.jp
班長の仕事は家が引き受けるのか？
人が引き受けるのか？ 問

ひとこと啓発 

男女共同参画推進グループ 
「共生の会」 

良子 良子（主婦） 共子（主婦） 

今年はうちが区の班
長ですよね。夫は単身
赴任で留守なので、私
が仕事をします。 

班長をするのは
私なのに……。 

よろしくお願いし
ます。名簿には、や
はりご主人の名前
を書いた方がいい
でしょうね。 

笠間市･友部町･岩間町
第９回合併協議会を開催

協議会は公開しますので、傍聴く

ださい。(会場の都合上、人数に制

限があります。)

日時…11月８日(火) 13時30分～

場所…町社会福祉会館２Ｆ研修室

内容…事務事業の調整などについて

笠間市･友部町･岩間町合併協議会

事務局(�73－0133)

gappei@city.kasama.ibaraki.jp

調停相談会を実施します

日時…10月27日(木) 10時～15時

場所…水戸市男女文化センター

｢びょんど｣(水戸市五軒町)

内容…土地や建物の権利争い、金銭

貸借上の紛争、法律が絡んだ問題の

解決方法など。

相談料…無料

※事前予約不要

水戸地方裁判所･水戸家庭裁判所

事務局(�029－224－0011)

自衛隊の航空観閲式を開催

防衛庁では、自衛隊記念日行事の

一環として、平成17年度航空観閲式

を開催します。当日や事前の飛行訓

練中は、大変ご迷惑をお掛けします

が、ご理解ご協力をお願いします。

日時…10月30日(日) 11時～14時

場所…航空自衛隊百里基地、その周

辺上空

航空自衛隊百里基地

(�0299－52－1331)

県民交通災害共済に加入
の皆さんへ

県民交通災害共済の見舞金の請求は

事故日の翌日から１年以内です。お忘

れの方は、早めに請求してください。

請求方法…以下の書類を期限内に生

活環境課に提出ください。

①事故証明または事故申立書

②診断書

③会員証

※事故申立書･診断書については県

指定の様式がありますので、生活

環境課でお受け取りください。

生活環境課(内線422)

seikatsu@town.tomobe.ibaraki.jp

大原地区文化祭開催

期間…11月20日(日)～12月２日(金)

場所…大原小学校多目的集会広場

内容…小･中学生から一般の方々も

含めた住民作品展です。11月20日

には茶会も開かれますので、ぜひお

出かけください。

大原文化振興会(大原小学校内)

(�77－0434)

源泉徴収義務者に対する
年末調整説明会を開催

日時…11月25日(金)

13時30分～15時30分

場所…笠間市中央公民館大ホール

水戸税務署法人課税第２部門

(�029－231－4211)

10月の納税等
■町県民税 (第３期)
■国民健康保険税 (第５期)
■国民年金保険料 (９月分)
■介護保険料 (第４期)

納付期限は10月31日（月）
問

問 問

問

問

問

テレフォンサービス
(�７７－９７１１）

10月11～20日

10月21～31日

11月１～10日

／福祉情報｢介護保険

の仕組みが変わりました｣

／民話｢長者と牛石｣

／北山の四季｢十六本

の円柱、木口模様の石段等」
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郷
土
の
先
人
た
ち

山
口
勘か

ん

兵べ

衛え

は
、
宝
暦
十
年
宍
戸
に
生
ま
れ
、
寛
政
七
年(

一
七
九
五)

三
五

歳
の
と
き
、
宍
戸
陣
屋
の
西
方
五
〇
〇
ｍ
ほ
ど
の
小こ

人び
と

町ま
ち(

友
部
町)

に
窯
を
築

き
、
宍
戸
焼
を
始
め
ま
し
た
。
宍
戸
焼
は
、
水
戸
藩
二
代
藩
主
徳
川
光
圀
が

招
聘

し
ょ
う
へ
い

し
た
明み

ん(
中
国)

の
儒
学
者
朱
舜
水

し
ゅ
し
ゅ
ん
す
いの

従
者
で
、
製
陶
技
術
を
も
っ
た
土は

師じ

が
、
現
在
の
小
川
町
で
宋す

ん

胡こ

録ろ
く

系
統
の
製
陶
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
勘
兵
衛
は
、

宍
戸
藩
主
松
平
頼よ

り

救す
け

の
勧
め
も
あ
っ
て
、
小
川
町
で
陶
芸
を
学
び
、

小
人
町
に
登の

ぼ

り
窯が

ま

を
築
い
て
製
陶
を
始
め
ま
し
た
。
山
口
窯
の
近
く

に
良
質
の
粘
土
が
産
出
し
、
ま
た
、
燃
料
の
松
材
も
豊
富
に
あ
り
ま

し
た
。

宍
戸
焼
を
始
め
た
勘
兵
衛
の
も
と
に
、
名な

古こ

曽そ(

勿
来

な
こ
そ

、
福
島
県

い
わ
き
市)

の
小
野
藤と

う

治じ

平へ
い

が
来
て
修
業
し
て
い
ま
し
た
。
藤
治
平

は
、
の
ち
に
山
形
県
南
村
山
郡
滝
山
村
に
築ち

く

窯よ
う

し
、
平ひ

ら

清し

水み
ず

焼
の
祖
と
な
り
ま

し
た
。

勘
兵
衛
は
、
文
政
六
年
六
三
歳
で
亡
く
な
り
、
清
水
寺
に
弔

と
む
ら

わ
れ
ま
し
た
。

勘
兵
衛
の
跡
は
、
養
子
の
勘
右
衛
門
が
継
ぎ
ま
し
た
。
勘
右
衛
門
は
、
寛
政
七

年
美
作
国

み
ま
さ
か
の
く
に(

岡
山
県)

勝
山
の
生
ま
れ
で
、
宍
戸
の
清
水
寺
の
住
職
で
し
た
。
勘

兵
衛
の
娘
と
結
婚
し
、
陶
芸
に
興
味
を
い
だ
き
、
住
職
を
辞
め
て
山
口
窯
二
代

目
と
な
り
ま
し
た
。
三
代
目
勘
重(

勘
助)

の
と
き
、
美
濃(

岐
阜
県)

の
重
兵
衛

や
小こ

い

砂さ
ご

焼や
き(

栃
木
県
馬
頭
町)

の
祖
と
な
る
斎
藤(

藤
田)

栄
三
郎
ら
が
山
口
窯
で

修
業
し
て
い
ま
し
た
。

(

参
考
文
献『
市
原
焼
と
宍
戸
焼
』)

山
口
勘
兵
衛
（
一
七
六
〇
〜
一
八
二
三
）
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▼
９
月
11
日
に
衆
議
院
議
員
総
選
挙
･
茨
城

県
知
事
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
の

選
挙
は
投
票
率
が
高
か
っ
た
よ
う
で
す
。
今

回
は
若
い
人
に
も
選
挙
を
身
近
に
感
じ
投
票

所
に
足
を
運
ん
で
も
ら
お
う
と
、
期
日
前
投

票
所
の
立
会
人
に
若
い
人
を
起
用
す
る
な
ど

工
夫
さ
れ
、
そ
の
効
果
が
現
れ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

▼
町
で
は
閉
町
記
念
誌
作
成
の
た
め
、
昔
の

友
部
町
の
様
子
を
記
し
た
史
料
や
写
真
を
探

し
て
い
ま
す
。お
持
ち
の
方
が
い
ま
し
た
ら
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｔ
・
O
・
H

友部学の４つの「共
とも

」

共援 
行政運営の中心に 
「町民の参画」を 

置く 

共感 
町民が 

「ふるさと友部」を 
誇りに感じる 

共生 
共に生きる 

「町民の幸せ」を 
実現する 

共創 
町を「町民と行政の 
パートナーシップ」 

で創る 

編 

集 

後 

記 

編 

集 

後 

記 

宍戸焼｢黒釉茶壺｣
(町立歴史民俗資料館蔵)
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